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次第 
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前回の振り返り

■今後の対応事項（ソフト面・ハード面）

• イベントの定期開催

• 対岸の往来しやすさ、駐車場の明瞭化の工夫

• 自動車交通の危険を和らげる工夫

• 沿道活用に合わせた歩車道の使いにくさ、危険性の緩和

■次年度の社会実験における方向性

• 自動車交通への対応（交通量および速度の抑制等）

■前回の勉強会での主な意見

• 電源や水道等が容易に確保できる環境が望ましい

• インスタ等で情報発信されていたが、十分にイベント情報が伝わらず、どこで何を

やっているかが分かりにくかった

• 日頃からどの程度本町通りに関する情報を得ようとしているかによって入手する情報

量が異なるため、今後は受け手側も含めて情報発信、入手方法の意識変化が必要

• 滞在時間が増えたことで、車の速度がとても速く、危険と感じることが多かった

• 今後、どのようなビジョンで何を大切にするか、分かりやすく発信する必要がある
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歩車共存の事例
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項目 【目標】
歩行空間の改善・市街地中心部や観光地の活性化

①道路整備 道路改築する 道路改築しない
（既設道路の活用）

②自動車対応 自動車の排除が可能 自動車の排除が不可能 -

手法 歩行者モール まちなか広場 歩道拡幅 シェアド
スペース

クランク
スラローム
シケイン

パークレット オープン
カフェ

分類 歩行者優先 歩行者優先 歩行者優先 歩車共存 歩車共存 歩行者優先 歩行者優先

内容 車両通行を排除
することで、自
動車を気にする
ことなく、歩行
者が安全に買い
物、休憩、食事、
まち歩き等、多
様な活動を楽し
むことができる
空間

道路空間を活用
し、広場の設え
を施すことで、
休憩、交流、食
事、マーケット、
各種イベント等、
多様な活動に供
するための空間

現況の道路幅員
内において他の
空間を削減し、
歩道を拡幅する
ことで、自動車
交通は確保した
まま歩行環境を
改善し、歩行者
が多様な活動を
楽しむことがで
きる空間

限られた道路幅
員の中で、歩道
と車道の分離構
造を設けず、主
に視覚的な操作
によって、自動
車速度を抑制す
ることで、歩行
者と自動車が共
存できる環境を
創出

屈曲や蛇行等の
車道平面線形を
物理的・視覚的
に採用し、自動
車速度を抑制す
ることで、歩行
者と自動車が共
存できる環境を
創出

車道に余裕があ
る道路において、
停車帯あるいは
外側1車線を活
用し、仮設的な
休憩施設を設け
ることで、休憩、
交流、食事等滞
留のための空間

道路空間を活用
し、日差しや風
を取り込んだ開
放的な飲食、休
憩施設を設置す
ることで、休憩
や食事のための
場を提供すると
ともに、賑わい
を演出する魅力
的な空間を創出

イメージ

事例 平和通買物公園
（北海道旭川市）

富山グランド
プラザ
（富山県富山市）

四条通
（京都府京都市）

神門通り
（島根県出雲市）

松山ロープウェイ
通り
（愛媛県松山市）

大宮パークレット
(埼玉県
さいたま市)

久屋大通
(愛知県名古屋市)
丸の内仲通り
(東京都千代田区)

まちなかにおける道路空間再編のデザインガイドより抜粋
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歩車共存の事例

シェアドスペース クランク・スラローム・シケイン

整備前

整備後
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歩車共存の事例

シェアドスペース クランク・スラローム・シケイン

期待される効果 • 自動車の走行速度抑制による、対歩行

者、自転車事故の減少等、交通安全の

促進

• 駐停車車両の排除による、駐停車車両

の死角に起因する交通事故リスクの低

減

• 歩行者通行量の増加による商業関係者

を取り巻く環境の改善

• 地域の魅力、快適性の向上に伴う来訪

者増加による地域活性化及び地価上昇

• 自動車利用者の専用意識の緩和（道路

空間は多様な利用者のための空間であ

ることの理解促進）

• 自動車の走行速度抑制による、対歩行

者、自転車事故の減少等、交通安全の

促進

• 駐停車車両の排除による、駐停車車両

の死角に起因する交通事故リスクの低

減

必要な措置・
条件

• 道路ネットワーク計画の策定と円滑な

交通処理が可能となる交通規制及び交

通運用が採用可能であること

• 沿道の土地利用は商業系であることが

望ましい

• 道路空間の魅力向上のため、沿道施設

の再整備、利活用、リノベーションを

並行して実施することが望ましい

• 道路ネットワーク計画の策定と円滑な

交通処理が可能となる交通規制及び交

通運用が採用可能であること

• 沿道の土地利用が主として住居系であ

るような生活道路が望ましいが、通過

交通がそれほど多くなければ商店街等

の商業系エリアでの採用も可能
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歩車共存の事例（神門通り）

○シェアドスペースを補完する工夫と効果
• 歩行空間の石畳舗装パターンを車道（外側線

の内側50cm）ににじみだし
• ドライバーに実際よりも車道の幅を狭く感じ

させ、歩車共存であることを意識しながら
ゆっくり通行することを促す

• 整備前後で平均速度が5km/h程度低下

＜事例＞シェアドスペース（神門通り 島根県出雲市）
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歩車共存の事例（神門通り）
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歩車共存の事例（ロープウェイ通り）

＜事例＞クランク・スラローム・シケイン
（ロープウェイ通り 愛媛県松山市）

○社会実験の取り組みと効果
• 不要な自動車交通の締め出し、走行速度を抑

制する車道平面線形（スラローム）を導入
• カラーコーンを設置し線形を検証
• 歩行者交通量が最大41％増加
• 自動車速度が平日は平均3km/h低下、土日は

平均7km/h低下

16



歩車共存の事例（ロープウェイ通り）
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歩車共存の事例

関市立地適正化計画（平成29年3月策定、令和6年3月改定）

【将来都市像】
にぎわい・つながりのある 歩いて楽しいまち

参考

＜具体的な施策＞
①生活サービス施設充実と利便性向上
②子育てしやすい環境づくり
③まちがつながる、歩いて楽しい空間づくり
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３．来年度の社会実験の方向性(案)

第10回本町通り商店街エリア
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来年度の社会実験の方向性（案）
検証① 検証②

目的 • 来訪者の滞在時間を延ばす休憩施設
等の設置

• 歩行者と自動車の共存空間創出

内容 • 仮設的なパークレットの設置により、
来街者のアクティビティを促し、滞
在時間の検証や行動分析を行う

• 物理的・視覚的な誘導により、自動
車交通の速度抑制、交通量抑制を促
し、歩行者が安全に通行できる環境
を検証する

• 検証結果を踏まえ、将来的なハード
整備に向けた基礎資料とする

検証 • 滞在時間
• 行動調査
• 経済影響調査（店舗売上等）
• 交通影響調査 など

• 交通影響調査
• 速度調査
• 歩行者量調査 など

イメージ

金華橋ストリートパークライン2024（岐阜市） ほこみち社会実験＠会津若松（出典：西村亮彦都市研究所）
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※現時点の予定であり、詳細は関係機関等と協議の上、決定します。



４．今後の予定
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次回のご案内

第11回ウォーカブル勉強会

・日時：令和7年2月20日（木）

19時～20時30分

・場所：調整中

※内容が変更になる場合があります。
※オンライン併用で開催します。
※市HPおよび案内文書でお知らせします。

【内容】
・ウォーカブルビジョン素案について


